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会長挨拶 

 

市川 洋和 会長 

皆様、こんにちは。 

9月は「基本的教育と識字率向上月間」です。 

 

◇会長雑学「世界寺子屋運動とロータリー」 

 

今日は、日本の「寺子屋」から世界の教育について、

少しお話ししたいと思います。 

寺子屋と聞けば、江戸時代の「読み・書き・そろばん」

を思い浮かべると思います。 

実は現在、この「寺子屋」という言葉が、世界の教育支

援にも使われています。 
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『中小企業における内部統制～不正を起こさせない
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【次回例会案内】 

令和 8年 10月 3日（土）～4日（日） 

浪江 RC・二本松 RC・越谷北 RC 

顔合わせ親睦旅行 

二本松提灯祭り 

集合 ： 北越谷駅西口バス停より～ 
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日本ユネスコ協会連盟では、1989 年から「世界寺子

屋運動」を行っています。 

 

学校へ行けなかった子どもや、十分な教育を受けられ

なかった大人たちに、学ぶ機会をつくる活動です。 

では、この世界寺子屋運動は、現在どうなっているの

でしょうか。 

 

1989年に始まったこの運動は、これまで世界 44カ国

1 地域で展開され、約 135 万人に学習の機会を提供し

てきました。現在もカンボジア、ネパール、アフガニスタ

ン、ミャンマーなどで活動が続けられており、2026 年 6

月には、カンボジアで 24軒目となる寺子屋も完成してい

ます。そして現在の寺子屋は、昔の日本の寺子屋のよう

に、単に読み書きや計算を教えるだけの場所ではありま

せん。海外では「Community Learning Center」、略し

て「CLC」とも呼ばれています。読み書きや計算だけで

なく、職業訓練、保健や衛生についての教育、さらには

地域の人たちが自立して生活していくための支援も行わ

れています。 

つまり現在の寺子屋は、「文字を学ぶ場所」から、「自

分の力で生きていく力を身につける場所」へと発展して

いるわけです。しかし、それでも世界には、教育を受けた

くても受けられない人たちが大勢います。 

では、なぜ現在でも学校へ行けない人たちがいるの

でしょうか。学校がないという理由だけではありません。

貧困によって子どもが働かなければならない。道路や交

通手段が整っていない。安全な水やトイレがない。教師

や教材が不足している。そして、紛争によって学校へ行

けない。また地域によっては、男女格差や社会的な慣習

によって、特に女の子が教育を受けにくい場合もありま

す。ですから、「なぜ勉強しないのか」ではなく、「なぜ勉

強することができないのか」という視点が大切なのだと思

います。 

実は日本も、最初から現在のような教育環境だったわ

けではありません。江戸時代には女子も寺子屋で学んで

いましたが、男女で教育を受ける機会には差がありまし

た。明治時代になると近代的な学校制度が整えられ、女

子にも教育が広がっていきます。 

ただし、当時は現在のように男女がまったく同じ教育

を受けていたわけではありません。女子には読み書きに

加えて、裁縫や家事などが重視されました。いわば、現

在でいう「花嫁修業」のような要素も学校教育の中にあっ

たわけです。 

一方、男子には農業、工業、商業などの職業教育が

あり、時代が進むと武道や教練、つまり軍事訓練なども

取り入れられていきました。 

つまり当時の学校教育にも、「男性は社会で働き、女

性は家庭を守る」という、その時代の男女の役割分担が

反映されていたわけです。今では当たり前になっていま

すが、男女が同じように教育を受けられる環境も、長い

時間をかけてつくられてきたということです。 

そして、実際に世界を見て、貧困や教育格差につい

て考える機会を持ったのが、ロータリー財団奨学生の三

本眞子さんです。三本さんは高校生カンボジアスタディ

ツアーに参加し、現地での体験を通して、世界の貧困や

格差の問題に関心を持つようになりました。そして、その

経験が国際開発を学びたいという将来の目標にもつな
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がっています。一つの経験が、若い人の将来を大きく変

えることがあります。これも教育の持つ力ではないでしょ

うか。 

そして今回、私たち越谷北ロータリークラブにも、新し

い役割が生まれました。これまで越谷ユネスコ協会が行

ってきた「書き損じはがきの回収事業」を、私たちが受け

継ぐことになりました。  

実は、この書き損じはがきは、世界寺子屋運動を支え

る大切な活動の一つです。日本ユネスコ協会連盟では、

書き損じはがきや未使用切手などを回収し、それらを換

金して、世界寺子屋運動の活動資金として役立てていま

す。 

 

ここで一つ、書き損じはがきについて雑学をご紹介し

ます。現在、書き損じはがき 12 枚で、カンボジアでは 1

人が 1 か月学ぶことができるとされています。たった 12

枚です。私たちにとっては、「書き間違えてしまったから、

もう使わない」という一枚のはがきかもしれません。しかし、

それを 12 枚集めることで、カンボジアでは一人の「1 か

月の学び」につながります。そう考えると、一枚の書き損

じはがきにも、大きな価値があることが分かります。 

捨ててしまえばただの紙ですが、集めれば教育になる。

私は、これこそ非常に分かりやすい奉仕の形ではないか

と思います。 

 

そして、この活動にはもう一つ大切な意味があります。

それは、越谷ユネスコ協会が続けてきた大切な活動を、

私たち越谷北ロータリークラブが受け継いでいくというこ

とです。 

 

奉仕は、必ずしも大きな事業である必要はありません。

大切なのは、「誰が、なぜ困っているのか」を知り、「私た

ちに何ができるのか」を考え、そして行動することだと思

います。文字が読めれば、情報を得ることができます。知

識を得れば、仕事や人生の選択肢が広がります。そして

教育によって、違う国や文化、価値観を知ることができれ

ば、相手を理解することにもつながります。私は、ここに

教育と平和のつながりがあるのではないかと思います。

相手を知らなければ、誤解が生まれます。しかし、学ぶこ

とで相手を知り、違いを理解することができれば、そこに

寛容の心も生まれてきます。 

江戸時代の小さな寺子屋から、現在の世界寺子屋運

動へ。そして、越谷ユネスコ協会から越谷北ロータリーク

ラブへ。形や時代は変わっても、「人に学ぶ機会を届け

る」という思いは変わりません。一枚の書き損じはがきか

らでも、私たちにできる奉仕があります。その小さな積み

重ねが、人の自立を支え、人と人との相互理解を深め、

やがて平和につながっていく。 

 

今月の「基本的教育と識字率向上月間」を機会に、ま

ずは私たちにできることから、一つずつ行動していきた

いと思います。 

皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 
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幹事報告 

 
酒井 新樹 幹事 

（地区・地域より） 

・2026-2027年度派遣学生帰国報告会のご案内が届い

ています。日時は 2026年 9月 27日(日)13：30受付

開始、場所は埼玉会館 2階ラウンジです。 

・第 32 回越谷市地域安全推進大会・越谷市暴力排除

推進大会の開催のご案内が届いています。日時は令

和 8 年 10 月 16 日(金)午後 1 時 30 分より、場所は

越谷市中央市民会館劇場です。 

・越谷南ロータリークラブ盛下元会長のご尊父が亡くなり

ました。葬儀は家族葬で行われます。 

 

雑誌記事紹介  

 

吉澤 晴雄 会員 

（関会員代読） 

9 月は、国際ロータリーが定める「基本的教育と識字

率向上月間」、そして日本独自の「ロータリーの友月間」

です。今日は『ロータリーの友』を少しご紹介したいと思

います。 

「ロータリーのブランドについて考える」です。「ブラン

ド」というと、会社の名前やロゴ、商品のイメージを思い浮

かべますが、ロータリーにもブランドがあります。では、ロ

ータリーのブランドとは何でしょうか。歯車のマークでしょ

うか。100 年以上続く歴史でしょうか。あるいは世界中に

広がる組織でしょうか。私は、それだけではないと思いま

す。地域の中でロータリアン一人ひとりがどのように行動

しているか。困っている人がいれば手を差し伸べる。青

少年を育てる。世界の平和や環境について考える。そし

て、自分の職業を通じて社会に貢献する。そうした私た

ち一人ひとりの日々の行動そのものが、ロータリーのブラ

ンドをつくっているのではないでしょうか。 

そして『ロータリーの友』には、全国各地のロータリアン

が、実際にどのような活動をしているのかが紹介されて

います。福島県の四つのロータリークラブが取り組んだ

「スポ GOMI大会」の活動などが掲載されています。 

自分たちのクラブだけを見ていると、どうしてもロータリ

ーの世界が狭くなってしまいます。しかし『友』を開けば、

「こんな奉仕のやり方があるのか」、「これは越谷でもでき

るかもしれない」というヒントがあります。 

『ロータリーの友』を読むことも、ロータリーの原点を知

り、全国の仲間の活動を知り、そして次の奉仕へつなげ

ていく一つの機会だと思います。毎月届いて、そのまま

になっている方もいらっしゃるかもしれません。ぜひ一度、

最初から最後までとは言いません。気になった記事を一

つだけでも読んでみてください。 

 

外部卓話 

 

笠間税務会計事務所 代表者 笠間 浩明 様 

『中小企業における内部統制-不正を起こさせない会社

の仕組み-』 

 笠間様からは、コンプライアンスの観点から不正を起こ
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させない会社の仕組み作りや不正の事例、具体的な対

応策をお話頂きました。（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 - 6 -  

 

 

※スライド資料は当日配布 

 

事例を交えた話や実際の対策は大変勉強になりました。

笠間様、ありがとうございました。 

 

スマイル報告
・笠間税務会計事務所笠間浩明様ようこそ。本日卓話よ

ろしくお願いします。 

市川 洋和 

・お客様ようこそ。本日も宜しくお願いします。 

酒井 新樹 

・本日の卓話、笠間先生宜しくお願い致します。 

関森 初義 

・笠間様、雨の中お越しいただきありがとうございます。

卓話よろしくお願いします。 

平 涼子 

・笠間浩明様、本日の卓話よろしくお願い致します。 

鈴木 英男 

・本日宜しくお願いします。 

松井 昭夫 

・お客様ようこそ!! 卓話よろしくお願いします。 

太田 靖彦 

・お客様ようこそ。卓話宜しくお願い致します。 

大熊 正行 

・笠間様、本日よろしくお願いいたします。 

江口 公晴 

・お客様ようこそ。本日もよろしくお願いします。 

黒田 幸英 

・お客様ようこそ! 本日はよろしくお願いします。 

小宮山 大介 

・お客様ようこそ。本日もよろしくお願いします。 

新沼 徹 

・お客様ようこそ! 本日もよろしく! 

小池 和義 

・本日も宜しくお願いいたします。 

伊藤 純 

・本日もよろしくお願いします。 

三上 圭介 

・本日もよろしくお願いします。 

今井 英治 

・本日も宜しくお願いします。 

杉本 達司 

・お客様いらっしゃいませ。 

松﨑 義一 

・本日も宜しくお願いいたします。 

大塚 具視 

・本日もよろしくお願いいたします。 

石井 秀治 

・お客様ようこそ。本日卓話よろしくお願いします。 

櫻井 保彦 

・本日もよろしくお願いします。 

小林 巧 

 

 

出席報告 

会員数          48名 

出席者          28名 

出席率          62.2 % 


